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村　花

　ノコンギク、ヨメナ、ユウガギク等の野に咲く菊類の
総称で、その中でも薄紫のノコンギクが大半を占めて
います。村内のいたるところに繁殖しており清楚、純粋、
野性的で、忍耐力、生命力が強く、北風に吹かれながら
も野辺でやさしく香る可憐な花です。

村　章 

　「ニシハラ」の「ニ」を図案化し、曲線は村民の柔軟性
を表し、白抜きの部分は山・丘・牧場を表し、全体として
村民の融和と郷土と共に飛躍していく姿を図案化した
ものです。

村　木

　一般に“どんぐり”はブナ科のカシ、クヌギ、ナラ等の
木の実を指しますが、本村では、特にクヌギの代名詞と
なっています。山、雑木林、田畑の畦畔等に多く見られ
樹高20mにも達します。

村　鳥

「野　菊」（忍耐力・生命力）

（昭和52年8月27日制定）

「どんぐり」（清潔）

「き　じ」（情愛）
　村内の山林、原野に数多く生息し、一年中観察するこ
とができます。まれに畑地に現れることがあります。
　きじは、色彩が鮮やかで大変美しく、昔から狩猟の対
象として狙われて来たためか非常に用心深く、子育て
が上手です。「焼野のキギス」のことわざにもあるよう
に、野火に自分の羽は焼かれても子供をしっかりと守る
ほどで、大変親子の情愛の深い鳥です。日本昔ばなしに
も登場し、賢く勇気ある鳥とされています。
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潔
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守
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く
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。
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築
き
、

　
　
体
力
を
練
り
、
勤
労
に
励
み
ま
す
。

一
、
教
育
を
高
め
、
進
ん
で
事
に
あ
た
り
、

　
　
創
造
と
個
性
あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
お
互
い
に
親
切
さ
と
思
い
や
り
を
も
ち
、

　
　
あ
い
さ
つ
と
、
心
豊
か
な
村
づ
く
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